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G3 平成 23年度活動報告

大森議坂本詔格

[1 ]活動芭的

本プロジェクトにおいてグループ3(G3) の

めざす鼓終ゴールは.r筑波大学の共通体育に
おける再構築モデルの実践と評価jであるD こ

れは筑波大学体育センターの教育活動を中

心とした の過去の総括と現状把撞」

を話的とする G1の活動と ?大学体育カリキュ

ラムモデルの再構築jを民的とする G2の活動

との延長線上に位置付けられる。

平成 21年度において. G3では f評古lIi方法の

確:立に向けた情報収集jをffった。平足立 22年

度においては，再構築モデルにおけるカリキュ

ラム評織のグランドデザインを権築するとも

に，その一部に{立置づけられる?学生による授

を実施したa またグローパル 30プロ

グラムに対志すべく.¥学生による授業許備(英

語版)Jも行った。さらに「学生による単元評価J

の調査表を作成するとともに.r教員による援
業の自己評価jを実施した。

平成 23年度における活動自的は. 1) r教員
による成績評価j方法の検討. 2) r学生による
授業評価jと「教員による授業自己評価jの比

較検討¥3)r教員相互による授業評価jの実施，
4) r学生による通年授業評価jと「学生による
単元評価jの比較検討ー. 5) r潜在的カリキュラ
ム評価Jの事例検討¥であった。

[2]構成員

。大森肇.0坂本昭裕，小俣幸iHim.本間三和

子. 111 田幸雄，援本靖士， 鍋111隆弘，乎111素

子，松元側 (G2協力).安藤英太郎. 131]野洋

介.

出)

LLJ I五永子，吉松(小

，向後始香(体育科学専攻)，

(体育学専攻)

[3]活動報告

1 ) 

中心として 6[r.ilのG3

した。また. G3 の構)~ミメンバーを額千EI:Iき

カリキュラム評1Uli(成績評却し

. i幹在的カリキュラム j"i千和li.の四つのワー

キンググループ (WG)に分けて役認を分相し h

各¥VGにおいて活発な論議と作業が行われた

された。 G3 全葬会議の概要は1~'1ごの

;通ちである。

第 1自(平成 23年4月初日): 1) G3の全体

構成における各評価WGの位置づけ・メンバー・

役割分担の確認. 2) WGの編成(成績評価

OI11EB (幸).鍋山，村瀬) (授業評価 :0大森，

援本，平I1J.桐生) (単元評価 :0本間，安藤，

門野)(i替在的カリキュラム評価 :0坂本，大森，

援本. UJI五(永)). 3)潜在的カリキュラム評

価として「体育受講が心の健康に与える影響を

他大学の体育未受講生と比較調査するJことを

決定

第 2自(平成 23年 6月 22自): 1) 各WGか

らの進捗状況報告. 2) r授業評価jの一つであ
る「教員による授業自己評価jに関する論議

第 3思(平成 23年7月28日):各WGからの

進捗状況報告とそれに関する論議
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第4回(平成24年 1月11B):1)各WGか

らの進捗状況報告とそれに関する論議， 2)平

成23年度末に向けての作業内容の確認(学生

による授業評価 [G30学生を含む1教員相互

評価，単元評1illi[3学期分])， 3)平成24年度

に向けての作業内容の確認(潜在的評備の内容，

i唾液ストレスマーカー使用に関する研究倫理委

員会へのq:fIT誌潜在的評価研究の公募について)

第5囲(平成24年2月9B) : SPERTプロジェ

クト平成23年度研究成果報告会(平成 24ir: 2 
月22El)に向けて，発表の全体構成・役割分

担・ l斗字予等を論議

第6回(平成24年2月16日): SPERTプロジェ

クト平成23年度研究成果報告会の予行演習お

よび発表の全体構成・役割分担・内容等につい

てさらなる論議

2)研究成果

く鏑査畿の作成および調査の実施〉

(1) r学生による授業評価jと「教員による授
業臼己評価J(平成 22年度通年授業につい

て)

(2) r教員相互による授業評価J(平成23年度
における指定授業の観察評価)

(3) r学生による単元評価J(平成23年度1・2・
3学期の各単元授業について)

(4) r瀞在的カリキュラム評価Jの事例検討
(r大学体育が大学一年生のメンタルヘルス

に及ぼす影響J)

く研究成果口頭発表〉

(1)大森翠.坂本Ils裕.小俣幸i縞，本!笥三和

子.山田幸雄，桜本靖士，鍋山隆弘，平山

松元総安藤真太郎.内野洋介，

柄生習作，村瀬i場介， !1J出永子，吉松(小

田)梓.I向後佑呑，鈴木隆文:G3報告大

学体育 新カリキュラムの評舗法の提案.

筑法大学体育センタ- SPERT (Sports & 

Physical Education Renovation in Tsukuba) 

プロジェクト 平成23年度研究成果報告

会，つくば. 2012. 2. 

(2)大森 室長，複本靖士，平I1J素子，桐生習作，

坂本Hstfi.吉松(小田)梓，小俣幸!ru邑鈴

木隆文:G3報告く授業評価WG> 学生

による授業評価と教員による授業自己評価

の比較.筑波大学体育センター SPERT 

(Sports & Physical Education Renovation in 

Tsukuba) プロジェクト 平成23年度研

究成果報告会，つくば， 2012. 2. 

(3)門野洋介，本間三和子，安藤真太郎:G3報

告く単元評価WG> G3単元評価WG進

捗状況報告.筑波大学体育センター SPERT 

(Sports & Physical Education Renovation in 
Tsukuba) プロジェクト 平成23年度研

究成果報告会，つくば， 2012. 2. 

(4)松元側. 111田幸雄，鍋!1JIを弘，村瀬陽

介:G3報告く成績評儲WG> 大学体

育における成績評価.筑波大学体育セン

ター SPERT (Sports & Physical Education 

Renovation in Tsukuba) プロジェクト 平

成23年度研究成果報告会，つくば，2012.2.

(5)坂本1]13裕，印後佑香，大森肇，榎本靖

山田永子:G3報告く潜在的カリキュ

ラム評価WG> 大学体育が大学一年生

のメンタルヘルスに及ぼす影響.筑波大学

体育センター SPERT (Sports & Physical 

Education Renovation in Tsukuba)プロジェ

クト 平成23年度研究成果報告会，つく

ば， 2012. 2. 

く研究成果報告書>

(1)大森肇，坂本昭裕:G3 平成23年度

活動報告く知の競争時代における大学

体育モデルの再構築に関する実践的研

究 SPERT(Sports & Physical Education 
Renova註onin Tsukuba) プロジェクト>

大学体育研究. 34: 67-69， 2012. 
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く研究資料〉

(1)舟後佑香，坂本昭裕.大森 山田幸雄，

本開三和子，平山素子，鍛山隆弘，

士.安藤真太郎.門野洋介，山田永子.村

議鴎介，摂生習作:大学体育が大学一年生

のメンタルヘルスに及ぼす影響.大学体育

1iJf究. 34: 39-45. 2012. 

[3J研究成果のまとめと今後の展望

平成23年度から. G1およびG2の研究成果

を基に再講築された筑技大学体育における新カ

リキュラムが始まった。新カリキュラムの特畿

の一つは. 1)健藤と体力・スポーツ技術. 2) 

豊な心・社会性.3)逗しい精神・高い鎗理緩.4) 

スポーツ文化. 5) 自立的な自己成長カー

約される新たな教育自擦を打ち出したことにあ

る。今思，従来の教育毘擦で行われた平成22

年度の授業色敢えて新カリキュラム対応の評

価方法で許制した。これは，平成23年震から

の新カリキュラムに対する評価との比較を想定

してのことである。

平成 22年度通年授業後に実施された「学生

による授業評価jと f教員による授業の自己評

価」を比較した結果，総じて学生による評価の

方が教員による自己評価より高かった。特に総

合的な満足度が高く，教員の指導法と授業計画・

運営が高く評価されたことがその背景にあるこ

とが観察された。今後は教育目標と評儲法が一

致する平成23年度の評儲と今回報告した平成

22年度の評価を比較することで，新カリキュ

ラムの効果を検証していきたい。

新カリキュラムのもう一つの特畿は. 1年次

体育をスポーツリテラシー「スポーツを学ぶJ

と泣置づけ.学期ごとにフィジカルリテラシー.

スポーツマインド.スポーツスピリッツの各カ

テゴワーから科目を選択する新システムを採用

したことにある。平成23年度 l学郊の「学生

による単元評frlliJを平成 22年疫の「学生によ

る通年授業評錨jと比べると，カテゴリーに呼

応した教育自擦で高い持点が出る領向にあっ

た。すなわち.フィジカルリテラシーでは[鍵

と棒)].スポーツ技説子iで，スポーツマイン

ドでは{設な心・社会性jと「迭しい輸事11. ~高

い翁理観jで，スポーツスピリッツでは f還し

い精神・高い論理観jで高持が出る額i苅が認

められた。今後の展望として.新カリキュラム

において学期完結の f単元評価jと

評価j とを比較することで，学期完結!，ç~の効果

を検証していきたいD

による成総評価JJii去の検討‘について

は現在進行中である。めざすべき;':j向は. 1¥:iJ神

科目設数教只担当授業における1)授業内科と

化の襟準化. 2)成総悩の襟準化，であ

ろう。また行持在的カリキュラム訴弓fliJの:rjJ. f9~

として，今回「大学体育が大学生のメンタ

ルヘルスに及ぼす影響」について検討したD そ

の結果，大学体育が大学一年生のメンタルヘル

スに対し全体として肯定的影響を示すことは

なかったものの，評価項目によっては肯定的な

影響を及ぼす可能性があることが示された。今

後は対象科自を広げてさらに検討することで，

新カリキュラム対応の科告が潜在的効果を持っ

か否かについて，検証を深めていきたい。
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